




その他のタイトル Molecular mechanism of cell polarity
establishment and cell-face determination by



















研究成果の概要（和文）：本研究では、これまでの RNA 局在・RNA 安定性・局所的翻訳制御、
細胞間接着による細胞極性の形成機構の研究の経験と独自の成果をもとに、RNA 局在・RNA
安定性・局所的翻訳制御を介した細胞極性の形成と細胞の運命決定の機構を明らかにするこ
とを目的とした。出芽酵母を用いた研究では、Khd1 がポリ A 分解酵素 Ccr4, Caf1 とオーバー
ラップした機能をもち、芽の局所的な細胞壁合成と維持の制御に関与することを明らかにし
た。また、動物細胞の筋分化過程において、Stau1 は Dvl2 mRNA の転写後段階で発現制御を
通して、筋分化の調節を行っていることを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：Post-transcriptional regulation of gene expression has a significant role in 
various cellular processes such as cell growth, cell differentiation, adaptation to stress, and cell 
death. In our study, we are focusing on understanding the molecular mechanism and the 
physiological function of the post-transcriptional regulation by RNA-binding proteins using yeast 
and mammalian cells. We have revealed that RNA-binding protein Khd1 and cytoplasmic 
deadenylase Ccr4 modulate a signal from Rho1 in the yeast cell wall integrity pathway by 
regulating the expression of RhoGEF and RhoGAP. We have also revealed that RNA-binding 
protein Stau1 coordinates myogenesis through the regulation of Dvl2 mRNA encoding a central 
mediator of Wnt pathway. 
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構が精力的に研究されている（St Johnston D. 
Moving messages: the intracellular localization 








































定する。申請者は、これまでに mRNA の in 
vivo イメージング技術を開発し、輸送中の
mRNA の翻訳阻害および局所的な翻訳制御
に関与する RNA 結合タンパク質 Khd1, Mpt5、
翻訳制御因子 Mkt1/Pbp1 複合体を明らかに
している(Tadauchi et al., 2001; Irie et al., 2002; 
Tadauchi et al., 2004)。また、ASH1 以外の
mRNA の局在とその安定性制御機構を解析




トオルソログ hnRNP K による Stress granule
への局在機構、ストレス時における RNA の
安定性および翻訳の制御機構を解明する。 
（２）RNA 結合タンパク質 Stau1 による筋
分化の制御機構と RNA 局在制御 
 哺乳類 Stau1 は、神経細胞において樹状突






















(1) RNA 局在、RNA 安定性、局所的翻訳制御
の分子機構 
 単 細 胞 真 核 生 物 で あ る 出 芽 酵 母
（Saccharomyces cerevisiase）にも RNA 局在
と局所的翻訳の系は存在する（図４）。この
系は、RNA（ASH1 mRNA）上の Zipcode、
ZBP(RNA 結合タンパク質 She2)、RNA 輸送
のミオシンモーター（Myo4）、巨大な RNP







 申請者は、これまでに mRNA の in vivo
イメージング技術を開発し、輸送中の
mRNA の翻訳阻害および局所的な翻訳制御









性制御が必要であること（Hasegawa et al., 
2008）、その局所的 mRNA 安定性制御にシグ
ナル認識粒子(Signal recognition particle: SRP)







(2)RNA 結合タンパク質 Stau1 による筋分化
の制御機構と RNA 局在制御 

























(1) RNA 局在、RNA 安定性、局所的翻訳制御
の分子機構 




ある Khd1 は、ヒトの RNA 結合タンパク質で
ある hnRNP Kの酵母オルソログである。Khd1
は HO 遺伝子のリプレッサータンパク質をコ
ードする ASH1 mRNA の翻訳抑制や、膜タン
パク質をコードするMTL1 mRNAの安定性制
御に関与する。Khd1 は ASH1 mRNA や MTL1 
mRNA を含む数百種以上の mRNA 群と相互
作用することが報告されているが、ASH1 
mRNA と MTL1 mRNA 以外の標的 mRNA に
対する Khd1p の作用は不明であった。また、
khd1Δ単独変異株の増殖速度は野生型株と同
程度であり、Khd1p が多種類の標的 mRNA と
相互作用する生理的意義も不明であった。





(2) RNA 結合タンパク質 Stau1 による筋分化
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